
決算報告
2017ফ 5月 11日

平 成 29ফ 3月 期
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1 平成29ফ3月期 連結業績

2 平成30ফ3月期 連結業績予想
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1 平成29ফ3月期 連結業績

2 平成30ফ3月期 連結業績予想

3

連結業績（経営成績と配当）

■ 配 当 ■

平成29ফ3月期

普 通 配 当 40円 連 結 配 当 性 向 20.9％

■ 経営成績 ■

増収増益
ق   ਹ இ ؚ ৽ ଞ ਹ இ ك

平成28ফ3月期

売 上 高 5,783

140  ਹ இ

平成29ফ3月期

5,879

187

増 減 額 前 期 比

（億円、％）

142

150

202

129

৽ ଞ ਹ இ

＋96

+47

+60

▲20

101.7

133.9

142.5

86.3ෞ ਹ இ ※

※親会社株主に帰属घॊਊෞਹஇ



主な施策
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乳製品

実績 前期比

2,323 102.4

117 123.9  ਹ

ධમ؞ॹ२شॺథ

実績 前期比

༩મ؞ர၈

実績 前期比

その他

実績 前期比

（億円、％）

利益 +00％増

売 上 高

  ਹ இ

宣伝促進費の効果的な活用
積極的なプロモーションの展開

েਓચৡभੜਘ
（小型ボトルタイプドリンクヨーグルトライン増能）
プロダクトミックスの改善

連結業績（セグメント別内訳）
平成29ফ3月期

2,774 103.0

46 201.2

430 93.6

12 145.9

350 97.3

11 83.1

ਛশ分野（チーズ・ヨーグルト）の事業拡大؝１
ਅറৱ設備の最大活用؝２
ॺథभহଡୗ改革شॹ२؞ධમ؝３

ධમ؞デザート類 ਹஇ+88％増
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資材単価差等 その他

販売ੜਸपेॊਹஇੜ ＋24 ▲13

＋20

＋20

＋9

▲10

▲10

製品構成差

エネルギー単価差

宣伝促進費の増加

減価償却費の増加

増益要因 合計 ＋80 減益要因 合計 ▲33

＋7

140億円

平成28ফ3月期

187億円

平成29ফ3月期

＋47億円

増減額

৴ਹஇੜਏभ内訳
平成29ফ3月期

ਹஇ 前期比＋88％増

セグメント別の内訳は、決算短信の補足情報（46頁）をご参照ください。

コストダウン
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平成28ফ
3月期

平成29ফ
3月期 増減額

ৱਓ 1,419 1,386 ▲32

固定資産 2,022 2,028 ＋5

平成28ফ
3月期

平成29ফ
3月期 増減額

ઝ 1,319 1,210 ▲108

固定負債 798 749 ▲48

純資産 1,324 1,454 +130

連結貸借対照表
平成29ফ3月期

総資産 3,415億円 （前期比▲26億円）

（億円）

41.9％ঽ ഞ ৱ ম ૻ ૨

【ৱਓ】
たな卸資産： ▲39億円

【固定資産】
有形固定資産： ▲15億円
投資有価証券： ＋16億円

【負債】
ಢোস： ▲52億円
未払法人税等： ▲35億円

【固定負債】
শোস؟ ▲60億円

【純資産】
株主資本： ＋110億円

増減要因
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થ ਹ   ઝ 835億円

営業CF  ＋299億円
ઘসಉ৹ତਊෞਹ益 178億円
減価償却費 151億円
法人税等の支払額 ▲93億円

投資CF  ▲144億円
有形及び無形固定資産の取得
による支出 ▲156億円

財務CF  ▲143億円 借入および返済 ▲112億円
配当সの支払額 ▲20億円

ਠস増減額 ＋11億円

主な内訳

連結キャッシュ・フロー計算書
平成29ফ3月期

フリーCF 88億円
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1 平成29ফ3月期 連結業績

2 平成30ফ3月期 連結業績予想

9

連結業績予想（経営成績と配当）

■ 配 当 ■

平成30ফ3月期（連結業績予想）

普 通 配 当 40円 連 結 配 当 性 向 20.9％

■ 経営成績 ■
平成29ফ3月期

売 上 高 5,879

187  ਹ இ

平成30ফ3月期

6,000

195

増 減 額 前 期 比

（億円、％）

202

129

205

130

৽ ଞ ਹ இ

＋120

＋7

＋2

＋0

102.1

104.0

101.1

100.1ෞ ਹ இ ※

※親会社株主に帰属घॊਊෞਹஇ
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乳製品セグメントのうち、
ニュートリション事業

乳製品

業績予想 前期比

2,375 102.2

112 95.6  ਹ

ධમ؞ॹ२شॺథ

業績 予想 前期比

༩મ؞ர၈

業 績予想 前期比

その他

業績 予想 前期比

（億円、％）

+00％増

売 上 高

  ਹ இ

連結業績予想（セグメント別内訳）

2,842 102.4

61 131.9

421 97.9

10 79.7

362 103.2

12 108.9

216 113.7売 上 高

平成30ফ3月期（連結業績予想）
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187億円

平成29ফ3月期

195億円

平成30ফ3月期

＋7億円

増減額

৴ਹஇੜਏभ
平成30ফ3月期（連結業績予想）

販売ੜਸपेॊਹஇੜ ＋38 ▲23

＋5

＋24

＋3

▲16

▲8

▲5

製品構成差

宣伝促進費の増加

資材単価差等

増益要因 合計 ＋70 減益要因 合計 ▲63

コストダウン

▲4

販売単価差

セグメント別の内訳は、決算短信の補足情報（49頁）をご参照ください。

乳価差

減価償却費の増加

エネルギー単価差

エネルギー単価差 ▲7その他
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グループ収益基盤の強化

１．乳製品事業分野

２．市乳事業分野

３．ニュートリション事業分野

ர၈事業分野؞༩મ؝ڰ

平成30ফ3月期（連結業績予想）

重点取組項目

100 

0

500

1,000

2014ফ 2015ফ 2016ফ 2017ফ

チーズの市場拡大（インドネシア）と周辺国への輸出展開
国内からの輸出推進
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重点取組項目①

１．チーズシェアఁপपेॊઽஇ੦ೕभનয়

２．海外展開の推進

6Pチーズのプロモーション展開
ഀਨਲ100ブランドの強化

（計画）

2014ফ॑100धखञৃ়भਲ਼भ
（インドネシア）
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ਲഠੵৃभেਓਝੜਘ

重点取組項目②

１．ヨーグルト事業の取組強化

２．プロダクトミックスの最適化

「BOTTLATTE」、基幹ブランドの
プロモーションの展開強化

「ガセリ菌SP株」商品群の拡大
集中的資源投資の推進
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アジア市場における成人用・妊産婦用粉乳の拡大

重点取組項目③

１．マーケティング投資による事業規模拡大

２．粉乳カテゴリーにおける事業構造の改革

®「MBP 」を中心とした強化

育児用

＋

妊産婦用成人用
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総合提案型営業の推進
૨ऩ৹؞েਓ؞৬भଡണ

重点取組項目④

１．種苗事業の売上拡大

༩મহभਹஇఁপ؝ڮ

牧草・緑肥作物等の販売拡大
種子生産・調達体制の強化
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6,400

6,300

6,200

6,100

6,000

5,900

5,800

5,700

5,600

400

300

200

100

0
2016ফ২ 2017ফ২ 2019ফ২

（億円）

ਹஇ
減価償却費
売上高

EBITDA
338億円

ਹஇ
187億円

৯ఏ
平成30ফ3月期（連結業績予想）

売上高
5,879億円

EBITDA
350億円

ਹஇ
195億円

EBITDA
400億円

ਹஇ
220億円

売上高
6,000億円

売上高
6,300億円

平成32ফ3月期（ਈીফ২৯ఏ）

連結売上高 6,000億円
連結営業ਹஇ 195億円
連結EBITDA 350億円

連結売上高 6,300億円
連結営業ਹஇ 220億円
連結EBITDA 400億円

（計画）（計画）
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মৱમप੶ൗऔोथःॊౚ୳ऩनभలਟप関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき、
ਊऋਖ਼खञৄৢखदँॉؚजभਛ॑ਊधखथ৺൶घॊະ຺भुभदमँॉऽच॒؛
また、実際の業績等は、業況の変化等にेॉؚমৱમभ୳ਯகध౮ऩॊৃ়ऋँॉऽघ؛


